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平成22年中の出会い系サイト等に起因する事犯の検挙状況について

１ 出会い系サイトに起因する事犯の検挙状況等
○ 平成22年中の出会い系サイトに起因する事犯の検挙件数は1,025件

（前年比-178件、-14.8%）。 [１頁]

※ 出会い系サイト～「インターネット異性紹介事業を利用して児童を誘引する行為の規制等に

関する法律」に規定するインターネット異性紹介事業を行うサイト。

減少した主な罪種は、児童買春が254件（-104件、-29.1%）、青少年
保護育成条例違反が53件（-96件、-64.4%）。

○ 検挙件数1,025件のうち、出会い系サイト規制法違反が412件（前年比
+59件、+16.7%）と最も多く、検挙全体の40.2％。

412件のうち、禁止誘引行為は404件（+56件）、そのうち、児童による
誘引は284件（+62件）。 [２頁]

412件のうち、事業者による法令違反は８件（+３件）（いずれも届出
義務違反）。

○ 事業者に対する指示処分は４件（前年比+３件）（児童でないことの
確認義務違反２件、変更届出義務違反１件、児童でないことの確認義務
違反及び変更届出義務違反１件）。

○ 出会い系サイトを利用して犯罪被害に遭った児童は254人（前年比
-199人、-43.9%）。被害の多い罪種は、児童買春が151人（-87人、-36.6%）、
青少年保護育成条例違反が42人（-71人、-62.8%）、児童福祉法違反が
34人（-24人、-41.4%）。 [３・４頁]

２ コミュニティサイトに起因する事犯の検挙状況等
○ 児童がコミュニティサイト（出会い系サイトを除く。以下同じ。）を

利用して犯罪被害に遭った事犯の検挙件数は1,541件（前年比+194件、
+14.4%）。 [５頁]

○ 犯罪被害に遭った児童は1,239人（前年比+103人、+9.1%）。被害の多
い罪種は、青少年保護育成条例違反が772人（+45人、+6.2%）、児童買
春が214人（-20人、-8.5%）、児童ポルノが180人（+79人、+78.2%）。

折れ線グラフは、検挙件数。
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※ 「コミュニティサイト」とは、ＳＮＳ、プロフィールサイト等、ウェブサイト内で多人数とコミュ

ニケーションがとれるウェブサイトのうち、出会い系サイトを除いたものの総称。

３ 今後の対策
(1) 出会い系サイト対策

○ 悪質な出会い系サイト事業者に対する行政処分及び取締りの継続。
○ 禁止誘引行為等の書き込み違反者に対する、全国協働捜査方式を活

用した取締りの徹底。

(2) コミュニティサイト緊急対策
「コミュニティサイトの利用に起因する犯罪から子ども守るための緊

急対策」（２月14日付け、犯罪から子どもを守るための対策に関する関
係省庁連絡会議申合せ）を踏まえ、関係省庁、関係事業者及び関係団体
と連携して、次の対策を推進する。
○ フィルタリングの100％普及

・ 保護者に対する広報啓発等各種啓発活動の推進
・ 携帯電話販売店に対するフィルタリング実態調査及び分析
・ 携帯電話事業者及び大手契約代理店等に対する継続的働きかけ
・ ＰＴＡ等民間団体と共同での携帯電話販売店に対する要請

○ 実効性のあるゾーニングの促進
・ コミュニティサイト事業者によるゾーニングの自主的導入促進
・ 携帯電話事業者の保有する利用者年齢情報の活用促進

※ 一部携帯電話事業者とコミュニティサイト事業者が、既に、携帯電話事業者の保有する年齢

情報を活用したゾーニングを導入。

○ ミニメール内容確認等サイト内監視体制の強化促進
・ コミュニティサイト事業者による自主的体制整備の促進
・ ミニメール内容確認手法の改善促進

(3) ＥＭＡへの情報提供
「モバイルコンテンツ審査・運用監視機構」（一般社団法人）に対す

る児童の犯罪被害情報提供により、サイトの認定・監視の強化を促進す
る。

※ モバイルコンテンツ審査・運用監視機構【Content Evaluation and Monitoring Association

略称EMA(ｴﾏ)】～携帯・ＰＨＳのフィルタリングで一律にアクセスが制限されてしまうコミュニテ

ィサイト等について、青少年を違法・有害情報等から保護し、健全育成する観点から、サイトを認

定・監視し、啓発教育を促進するための、有識者からなる第三者機関。平成２０年４月設立。
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出会い系サイトに起因する事犯の検挙状況等

１ 検挙件数の年別推移

（件）

※ 対象は、出会い系サイトに起因する事犯として警察が把握しているもの。
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２ 出会い系サイト規制法違反の状況

(1) 検挙状況

○ 禁止誘引（法第６条）

平成22年中の検挙件数は404件(前年比＋56件）、このうち児童による

誘引は284件(前年比＋62件）。

（件）

○ 届出義務（法第７条）違反

事業の開始を公安委員会に届け出ずに出会い系サイトを運営した届出

義務違反事件を８件検挙。

(2) 行政処分（法第13条）

出会い系サイトの運営において、児童でないことの確認を怠った２事業

者、届出事項に変更があったにも関わらず公安委員会に届け出なかった１

事業者、児童でないことの確認を怠るとともに届出事項に変更があったに

もかかわらず公安委員会に届け出なかった１事業者に対して、児童の健全

な育成に障害を及ぼす行為を防止するため必要な指示を行った。
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３ 被害者の年齢・性別

（人）

※「児童」とは、18歳未満の者をいう。

※（ ）は、「被害者数」に対する割合。

４ 被害者（被害児童）の出会い系サイトへのアクセス手段

（人）

５ 被害者のうち小学生・中学生・高校生の数

（人）

※「高校生」には、児童ではない者（18歳）を含む。

※（ ）は、前年比。
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６ 罪種・年齢別被害者数

(人）

○ 総被害者数のうち、女性が72.8%（H21～91.6%）を占める。

○ 女性被害者のうち、児童が87.5%（H21～89.0%）を占める。

○ 女子児童被害者のうち、児童買春及び青少年保護育成条例違反の被害者

が、76.3%（H21～77.2%）を占める。
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７ コミュニティサイトに起因する事犯の検挙状況等

※ 被害者が児童であり、罪種が上記に該当するものに限り統計をとったも

ので、出会い系サイトに起因する事犯の検挙状況の統計のとり方とは異な

る。
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８ 「出会い系サイト」と「コミュニティサイト」との比較

(1) 罪種別の被害児童数

（人）
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(2) 年齢別の被害児童数

（人）
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９ 平成22年中の検挙事例

出会い系サイトに起因する事犯の検挙事例

【児童買春・児童ポルノ法違反（児童買春）】

被疑者（会社員・男・49歳）は、出会い系サイトを通じて知り合った女子児

童に対し、現金を渡す約束をして、ホテルにおいてわいせつな行為をした。

（９月・青森県）

【出会い系サイト規制法違反（届出義務違反）】

被疑者（運転代行従業員・男・46歳）は、鹿児島県公安委員会に届出をする

ことなく、インターネットの無料レンタル掲示板に出会い系サイトを開設して

運営した。 （１０月・鹿児島県）

【強姦致傷、窃盗】

被疑者（自営業・男・42歳）は、路上に駐車した自動車内において、携帯電

話の出会い系サイトで知り合った女性を姦淫して、首や足にけがを負わせ、現

金１万円が入った財布を盗んだ。 （１０月・宮城県）

コミュニティサイトに起因する事犯の検挙事例

【青少年健全育成条例違反（みだらな性行為等違反）】

被疑者（教員・男・38歳）は、携帯電話のモデル募集サイトを通じて知り合

った女子児童に対し、長崎へ来るので会おうなどと甘言を用いて誘い出して、

被疑者の自動車内でみだらな行為をした。 （１０月・長崎県）

【青少年健全育成条例違反（みだらな性行為等違反）、児童買春・児童ポルノ

法違反（児童ポルノ）】

被疑者（教員・男・50歳）は、路上に駐車した自動車内において、携帯電話

のゲームサイトを通じて知り合った女子児童とみだらな行為をし、同児童に全

裸で性交する姿態等をとらせた上で、被疑者が使用する携帯電話機付属のカメ

ラ機能により静止画及び動画として撮影して、児童ポルノ画像を製造した。

（１１月・広島県）
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【準強姦、児童買春・児童ポルノ法違反（児童ポルノ）】

被疑者（会社員・男・34歳）は、携帯電話のゲームサイトにおいて、中学３

年生の女子児童になりすまし、同サイトで知り合った女子児童に、自己の胸部

が露出した姿態を取らせた上、これを同児童が使用する携帯電話機付属のカメ

ラ機能により静止画として撮影させ、被疑者の携帯電話機宛てに電子メールの

添付ファイルとして送信させて保存し、児童ポルノ画像を製造した。

さらに、インターネットの監視団体を名乗り、わいせつ画像が添付された電

子メールが確認されたので警察や裁判所に通報するなどのメールを送信して同

児童を畏怖させるとともに、なりすました中学３年生として、被疑者の要求に

応じるしかないと仕向ける内容のメールを送信して、同児童を困惑させ、同児

童の反抗を抑圧した上で姦淫した。 （１０月・高知県）


